
平成３０年度「庄内スマート・テロワール戦略講演会」 

～平成 30 年度の計画と今後の展開に向けて～ 

開 催 要 領 

 

１．趣  旨 

「スマート・テロワール」は、カルビー株式会社相談役 松尾雅彦氏が著書「スマート・テロワ

ール」で提唱している農工一体と循環型の農村社会のことであり、山形大学農学部では平成 28 年

4 月から、寄附講座「スマート・テロワール」形成講座を設置し、その実現に向けた取組を行って

まいりました。残念ながら、松尾雅彦氏は平成 30 年 2 月 12 日に永眠されましたが、志半ばであ

った松尾雅彦氏の熱い想いを引き継ぎ、庄内地域で実践し、さらに実現させていくため、本年度

から元カルビー株式会社代表取締役社長 中田康雄氏（一般社団法人スマートテロワール協会理事）

とともに、これまで以上にスマート・テロワール構想の実現に向けて取組んでいくつもりです。

そこで、松尾雅彦氏を偲び、スマート・テロワール構想の実現に向けて、本年度の具体的な計画

や今後の展開を紹介するための講演会を開催します。 
 

２．主  催  山形大学農学部 
 
３．日  時  平成 30 年 5 月 26 日（土）9:30～12:00 
 
４．場  所  山形大学農学部 3 号館 301 講義室（鶴岡市若葉町 1-23） 
 
５．内  容 
 
 

 開会の挨拶                                9:30～9:40 
山形大学農学部 学部長  林田光祐 氏 

 
 平成 30 年度「庄内スマート・テロワール」戦略講演会の開催にあたって 

－ 松尾雅彦氏とともに目指してきたスマート・テロワールと庄内への期待 －  
          9:40～10:10 

               一般社団法人スマート・テロワール協会理事  中田康雄 氏 
  
平成 30 年度の体制と全体計画の概要                     10:10～10:20 

山形大学農学部 教授 浦川修司 氏 
 

平成 30 年度の具体的計画 
 
１．畑輪作体系における実証展示圃と農産物の加工に向けた計画       10:20～10:50 

山形大学農学部 助教 中坪あゆみ 氏 
 
２．耕畜連携による豚の肥育と畜肉の加工商品の販売に向けた計画      10:50～11:20 

                             山形大学農学部 准教授 松山裕城 氏 



 
３．耕畜連携と農工一体を実証するための営農モデル策定に向けた計画    11:20～11:40 

山形大学農学部 助教 桒原良樹 氏 
 
 
４．庄内スマート・テロワールにおける農村将来構想と３ステップの展開   11:40～12:00 

（一社）山形県農業会議  五十嵐 淳 氏 
 
閉会 

 
 
 
  申込み先：平成３０年度「庄内スマート・テロワール戦略講演会」 事務局 

（山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター内） 
    〒997-0369  山形県鶴岡市高坂字古町 5-3 
          Tel：0235-24-2278、Fax：0235-24-2270 

E-mail ：  nogyomu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 

 

ふりがな

参加者氏名

会社名・ご所属

住　所

電話番号

ＦＡＸ番号

メールアドレス

　　　　

平成３０年度「庄内スマート・テロワール戦略講演会」　参加申込書

申込締め切り：平成３０年５月２１日（月）

メールでもお申し込みいただけます。上記の内容をメールにてお知らせください。

FAX送信先：　　0235-24-2270　（このまま送信下さい）

E-mail ：  nogyomu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp


